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特　集

中
小
企
業
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
人
材

―
―
そ
の
確
保
と
育
成

　

昨
年
一
一
月
一
五
日
に
東
京
・
築
地

で
開
い
た
労
働
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

人
材
育
成
・
能
力
開
発
に
取
り
組
む
も

の
づ
く
り
中
小
企
業
の
事
例
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を

支
え
る
業
界
・
地
域
に
お
け
る
体
制
の

整
備
や
、
公
共
教
育
機
関
と
の
連
携
な

ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、行
政
、研
究
者
、

企
業
の
担
当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で

議
論
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
志
村
能
力
開
発
課
長

が
中
小
製
造
業
の
人
材
育
成
の
現
状
と

今
後
求
め
ら
れ
る
支
援
策
を
解
説
。
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
の
藤
本
副
主
任
研
究
員
は
、

調
査
に
基
づ
き
、
も
の
づ
く
り
中
小
企

業
に
お
け
る
人
材
の
確
保
と
育
成
面
の

課
題
と
新
た
な
可
能
性
を
紹
介
し
た
。

さ
ら
に
、
栗
田
ア
ル
ミ
工
業
、
浜
野
製

作
所
、
米
沢
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

オ
フ
ィ
ス
の
事
例
報
告
や
、
発
表
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行

わ
れ
た
。

　
わ
が
国
の
も
の
づ
く
り
分
野
の
中
小
企
業
は
、
生
産
拠
点
の
海
外
進
出
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
企
業
と
の
競
争
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
環
境
の
も
と
で
そ

の
存
立
基
盤
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
半
面
、
若
年
者
の
製
造
業
離
れ
や
技
能
者
・
技

術
者
の
高
齢
化
な
ど
か
ら
、
競
争
力
や
存
立
基
盤
を
支
え
る
人
材
の
確
保
や
育
成
、
能
力
開
発
、
技
能
伝
承
な

ど
の
面
で
課
題
を
抱
え
る
企
業
も
少
な
く
な
い
。
特
集
で
は
、
労
働
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
も
の
づ
く
り
中
小

企
業
の
人
材
を
め
ぐ
る
議
論
の
ほ
か
、
日
中
韓
の
研
究
者
が
、
自
国
の
職
業
訓
練
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
政
策
を
報

告
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
中
小
企
業
の
人
材
育
成
を
考
え
る
。

ものづくり分野における中小企業の人材育成・能力開発

労働政策フォーラム
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中
小
製
造
業
の
人
材
育
成
支
援
策
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て 

　
厚
生
労
働
省
職
業
能
力
開
発
局
能
力
開
発
課
長　

志
村
幸
久　

　

本
日
は
中
小
企
業
の
人
材
育
成
支
援
対
策

が
テ
ー
マ
で
す
が
、
中
小
、
大
企
業
を
問
わ

ず
、
人
材
育
成
の
支
援
対
策
は
基
本
的
に
共

通
で
あ
り
、
個
別
の
企
業
、
あ
る
い
は
求
職

者
な
り
在
職
者
が
必
要
と
し
て
い
る
支
援
は

何
か
、
そ
こ
に
ど
う
や
っ
て
行
政
は
選
択
肢

を
有
効
に
提
示
し
て
い
く
か
が
課
題
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
度
の
職
業
能
力
開
発
施
策
の

概
要
（
図
表
１
）
で
す
が
、
公
共
職
業
訓
練

や
、
求
職
者
支
援
制
度
に
よ
る
職
業
訓
練
な

ど
、
一
口
に
職
業
能
力
開
発
と
い
っ
て
も
か

な
り
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
こ
五
、
六
年
で

だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
職
業
安
定
所
を
訪
れ
る
雇
用
保
険
を

有
す
る
典
型
的
な
求
職
者
へ
の
支
援
も
あ
れ

ば
、
例
え
ば
ニ
ー
ト
の
若
者
の
自
立
支
援
も

あ
る
。
本
人
の
能
力
の
見
え
る
化
と
い
う
視

点
も
含
め
て
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
も
提

唱
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
職
業
能
力
開
発
施
策

で
は
い
ろ
い
ろ
オ
プ
シ
ョ
ン
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
視
点
も

　

私
が
今
、
能
力
開
発
施
策
が
抱
え
て
い
る

と
思
う
課
題
は
二
つ
ぐ
ら
い
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
つ
は
、
行
政
改
革
等
へ
の
対
応

に
関
わ
る
も
の
で
、
訓
練
の
主
体
が
、
独
立

行
政
法
人
が
設
置
す
る
訓
練
校
と
県
の
訓
練

校
と
の
間
で
区
分
け
さ
れ
て
い
る
な
か
、
ど

の
よ
う
に
訓
練
リ
ソ
ー
ス
を
変
革
し
て
い
く

か
。

　

も
う
一
つ
は
、
離
職
者
訓
練
に
絞
っ
て
言

う
と
、
か
つ
て
離
職
者
の
訓
練
は
多
く
て
も

二
〇
万
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
現
在

は
雇
用
保
険
の
な
い
方
々
に
対
し
て
も
し
っ

か
り
し
た
施
策
形
成
を
し
な
い
と
、
こ
う
し

た
人
た
ち
が
生
活
保
護
の
ほ
う
に
移
行
し
て

し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
こ
う
し
た
人
々
を
対

象
と
し
た
訓
練
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
面
が
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
度
は
東
日
本
大
震
災
対
策
も

あ
り
ま
す
。
対
象
者
が
量
的
に
拡
大
し
て
い

る
な
か
、
い
か
に
本
人
の
希
望
し
て
い
る
職

場
や
能
力
に
マ
ッ
チ
し
た
職
場
に
就
職
し
て

も
ら
え
る
か
が
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
九
次
能
力
開
発
基
本
計
画
（
図
表
２
）

に
は
、
大
き
く
分
け

て
二
つ
課
題
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
、
こ
れ
か
ら
伸
び

ゆ
く
成
長
分
野
の
ほ

う
に
ど
う
や
っ
て
有

効
な
訓
練
を
施
し
て

い
く
か
。
も
う
一
つ

は
、
雇
用
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
う

こ
と
で
、
ど
う
や
っ

た
ら
生
活
的
な
保
障

も
含
め
て
訓
練
に
つ

な
げ
て
い
け
る
か
と

い
う
点
で
す
。

人
材
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
訓
練

強
化

　

離
職
者
訓
練
だ
け

に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

中
小
企
業
の
人
材
育

成
と
い
う
と
、
技
能

の
振
興
や
在
職
者
の

対
策
も
し
っ
か
り
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
で
す
が
、

人
材
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
職
業
訓
練
を
充
実

強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

︿基調報告﹀

○ 「職業能力開発基本計画 （実施目標 基本事項等を定めた５ヵ年計画）に基づき実施 ※平成23年度から第９次計画○ 「職業能力開発基本計画」（実施目標、基本事項等を定めた５ヵ年計画）に基づき実施 ※平成23年度から第９次計画

労働者のキャリア形成支援労働者のキャリア形成支援
自発的能力開発の支援： 教育訓練給付制度、キャリア形成促進助成金（事業主を通じた支援）

相談援助： キャリア・コンサルティングの普及・促進等

職業訓練の実施職業訓練の実施
○公共職業訓練（離職者、在職者、学卒者）

＜実施主体：国（高齢 障害 求職者雇用支援機構） 都道府県＞

相談援助： キャリア・コンサルティングの普及・促進等

ニート等の若者の職業的自立支援ニート等の若者の職業的自立支援
地域若者サポートステーション事業

＜実施主体：国（高齢・障害・求職者雇用支援機構）、都道府県＞

訓練施設内での訓練及び民間委託による訓練の実施
障害者に対する職業訓練の実施

○求職者支援制度による職業訓練（離職者）
＜実施主体：民間教育訓練機関＞

雇用保険を受給できない方等に対する職業訓練及び
訓練期間中の生活給付の実施

事業主等の行う教育訓練の推進事業主等の行う教育訓練の推進

○ジョブ・カード制度
フリーター等の正社員経験の少ない方を対象
に、きめ細かなキャリア・コンサルティングと企

キャリア形成促進助成金
認定職業訓練制度

事業内職業能力開発計画の作成
／職業能力開発推進者の設置

職業能力評価制度職業能力評価制度
技能検定 認定社内検定

業実習と座学を組み合わせた実践的な職業
訓練の機会を提供

技能検定、認定社内検定
職業能力評価基準の策定

技能の振興技能の振興
各種技能競技大会（技能五輪等）の推進、卓越技能者（現代の名工）の表彰等

技能実習制度技能実習制度

政府間の技術協力、国際機関等を通じた技術協力政府間の技術協力、国際機関等を通じた技術協力

図表１　職業能力開発施策の概要（平成２３年度）

写真と本文は関係ありません
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こ
と
が
あ
り
ま
す
（
図
表
３
）。

　

特
に
二
〇
一
一
年
一
〇
月
か
ら
、
雇
用

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
求
職
者
支
援

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
申

し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
こ
の
制
度
自
体
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
雇
用
保
険
の
な
い

方
々
を
対
象
と
し
て
お
り
、
訓
練
内
容
の
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
、
情
報
や
介
護
が
中
心
で
あ

り
、
も
の
づ
く
り
は
前
面
に
出
て
こ
な
い
。

　

そ
う
な
っ
て
く
る
と
、
従
来
の
施
設
の
訓

練
と
い
う
よ
り
は
、
民
間
の
機
関
が
担
う
こ

と
も
多
い
わ
け
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

地
域
に
お
け
る
訓
練
で
は
、
地
域
分
野
ご
と

に
適
切
な
訓
練
要
素
を
描
き
出
し
て
、
訓
練

科
目
の
設
定
・
実
行
に
結
び
つ
け
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
職
業
訓
練
の
概
要
を
み
て
い
き
ま
す

が
、
離
職
者
訓
練
、
在
職
者
訓
練
、
学
卒
者

訓
練
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
で
す
が
（
図
表

基本的施策

○ 成長が見込まれる分野 人材育成や 我が国 基幹産業 あり
○ 少子高齢化や産業構造の変化、グローバ

現状認識 今後の方向性

○ 成長が見込まれる分野の人材育成や、我が国の基幹産業であり
国際競争力を有するものづくり分野の人材育成が喫緊の課題。

○ 雇用のセーフティネットの一環として、雇用保険を受給できない者も
安心して職業訓練を受けることができる仕組みを創設。

○ 能力本位の労働市場の形成に資するため、教育訓練と結びつい
た職業能力評価システムの整備。

○ 少子高齢化や産業構造の変化、グ
ル化等の社会経済環境の変化を背景に、労
働力の需給両面にわたる構造的な変化が著
しく進行。

○ 職業能力形成機会に恵まれない非正規労
働者の数や就業者に占める割合が増加。

○ このような状況の下で 持続可能な活力あ

職業能力開発基本計画とは、職業能力

開発促進法に基づき、職業訓練及び職

業能力検定その他職業能力開発に係る

基本的な方針について、厚生労働大臣

が策定する計画。

昭和４６年に第１次計画が策定されて以職業能力評価シ テ 整備。
○ 個人の主体的な能力開発や企業による労働者の能力開発を支援。

○ 国、地方公共団体、民間教育訓練機関、企業等の多様な主体が
役割分担をしながら、企業や地域のニーズを踏まえつつ、我が国全
体として必要となる職業訓練等を実施。

○ このような状況の下で、持続可能な活力あ
る経済社会を構築するには、若年者、女性、
高齢者、障害者、非正規労働者を含めた一
人一人が職業訓練等を通じて能力を高め、
生産性を向上させることが不可欠。

降、５年毎に策定・公表されている。

今後 職業能力開発 基本的施策 展開

１．成長が見込まれる分野・ものづくり分野に
おける職業訓練の推進

（１）成長が見込まれる分野の人材育成
①介護 福祉 医療 子育て 情報通信 環境等の分野において

２．非正規労働者等に対する雇用のセーフティネットとしての能
力開発の強化

（１）雇用のセーフティネットとしての職業訓練の役割と機能強化
①中央と地方の協議会を活用して、職業訓練を実施する分野や規模等に関する年度計画の策

３．教育訓練と連携した
職業能力評価システ
ムの整備

①職業能力評価と教育訓練を体系的

の職業能力開発の の

①介護・福祉、医療、子育て、情報通信、環境等の分野において
必要とされる人材育成の推進
②人材ニーズの把握、訓練カリキュラムや指導技法の研究開発
③民間教育訓練機関の更なる活用
④大学等教育機関との連携強化

（２）ものづくり分野の人材育成
①国は、先導的な職業訓練を含め高度な職業訓練を、都道府県は
地域産業の人材ニーズに密着した基礎的な技術・技能を習得させ

練 実施

定
②離職者に対する公共職業訓練の実施

（２）第２のセーフティネットの創設
雇用保険を受給できない求職者に対する第２のセーフティネットとして無料の職業訓練及び
訓練期間中の生活を支援し、訓練受講を容易にするための給付を行う「求職者支援制度」を
恒久制度として創設

（３）ジョブ・カード制度の普及促進
①ジ ブ カ ドを職業能力開発施策の基本ツ ルとして活用

①職業能力評価と教育訓練を体系的
に結びつけた「実践キャリア・
アップ戦略（キャリア段位制
度）」の構築

②職業能力評価基準の普及・促進
③技能検定制度が社会的ニーズに
あったものとなるよう見直し

る訓練を実施
②環境、エネルギー分野等の新しい分野の訓練の拡充

①ジョブ・カードを職業能力開発施策の基本ツールとして活用
②国が中心となった関係機関による緊密な連携・協力体制の枠組みの下での普及・促進
③求職者支援制度においても活用

４．職業生涯を通じたキャリア形成支援の一層
の推進

（１）個人の主体的な能力開発の支援

５．技能の振興
①各種技能競技大会の実施
等による技能の重要性の

６．特別な支援を必要とする者に
対する職業能力開発の推進

７．職業能力開発分野の国際
連携・協力の推進（１）個人の主体的な能力開発の支援

就職・転職時等必要なときにキャリア・コンサルティングを受けら
れる環境の整備

（２）企業による労働者の能力開発の支援
キャリア形成促進助成金等の効果的な活用

（３）キャリア教育の推進
教育施策と密接に連携した職業能力開発施策の展開

等による技能の重要性の
啓発

②技能者との交流等による
若年者への技能の魅力の
紹介

対する職業能力開発の推進
長期失業者、学卒未就職者、ニート等の若年者、
母子家庭の母、障害者等に対する能力開発

連携 協力の推進
①開発途上国への訓練指導員の派遣等による
職業訓練の実施の支援

②開発途上国における日本型技能評価システ
ム構築の支援

③新たな技能実習制度の適切な実施

８．我が国全体の職業能力開発のプロデュース機能（総合調整機能）の強化
（１）職業能力開発のビジョン・訓練計画の策定

①我が国全体の職業能力開発の方向性を定める中長期的なビジョンの提示、②国及び地域単位の協議機関を通じた訓練計画の策定

（２）職業訓練のインフラの構築
①訓練カリキュラム、指導技法、就職支援技法の開発、普及、②訓練に係る情報の提供、品質の確保、③訓練指導員等の育成・確保
④職業能力の評価システムの整備、⑤職業訓練の実施体制の整備

展開

○ 大学・短大等の学校教育機関を含む多様な訓練機関を活用し、今後成長が見込まれる介護・福祉、医療、情報

○ 国とともに各地域ごとに、関係機関 による協議の場（都道府県、労働局、高齢・障害・求職者雇用支援機構、教
育訓練機関 労使団体 学識専門家等により構成 ）を設定し そこでの協議を経て 公共職業訓練及び求職者支

○
通信等の分野を中心に離職者訓練を実施する。

育訓練機関、労使団体、学識専門家等により構成。）を設定し、そこでの協議を経て、公共職業訓練及び求職者支
援制度における職業訓練について、都道府県と共同して、人材ニーズを踏まえた訓練計画（分野、規模等）を毎年取
りまとめる仕組みを創設。

地域における協議の場

都道府県
（能力開発、商工労働、観光、農林等関係部局）

都道府県労働局

民間教育訓練機関
（専修学校、教育系企業）

（独）高齢・障害・求職者機構
都道府県センター

労使団体 学識専門家

検討・協議・調整

（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構及び都道府県が実施する公共職業訓練（施設内訓練）、民間に委託して実機 民
施する委託訓練、求職者支援制度における職業訓練を含めた地域内における全ての職業訓練について、
① 地域における人材ニーズの把握
② 訓練分野ごとの実施数、地域重点分野等の目標の設定
③ 訓練実施結果を踏まえた訓練科目やカリキュラムの見直し結果の報告
等、地域内において地域の人材ニーズに応じた効果的な職業訓練が必要かつ十分に実施されるよう検討、協議
及び必要な調整を実施。

図表２　第９次職業能力開発基本計画の全体像
－成長が見込まれる分野の人材育成と雇用のセーフティネットの強化－

図表３　人材ニーズに対応した職業訓練の充実強化について
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４
）、都
道
府
県
が
主
に
や
っ
て
い
る
も
の
と
、

独
立
行
政
法
人
が
実
施
し
て
い
る
も
の
が
あ

り
、
行
政
改
革
の
中
で
、
独
立
行
政
法
人
は

先
端
的
な
も
の
づ
く
り
を
担
う
と
い
う
よ
う

な
意
識
づ
け
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

都
道
府
県
や
市
町
村
で
は
、
み
ず
か
ら
の
地

域
の
産
業
施
策
の
一
環
と
し
て
し
っ
か
り
訓

練
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

就
職
へ
の
結
び
つ
き
も
ア
ピ
ー
ル

　

離
職
者
訓
練
（
施
設
内
訓
練
）
の
概
要
（
図

表
５
）
で
す
が
、
図
表
６
の
よ
う
な
事
例
を

活
用
し
、
具
体
的
に
対
象
者
が
ど
の
よ
う
な

訓
練
を
受
け
、
最
終
的
に
ど
う
い
う
就
職
に

結
び
つ
け
た
か
と
い
う
こ
と
を
発
信
、
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

公共職業能力開発施設は、職業能力開発校、職業能力開発短期大学校、職業能力開発大学校、
職業能力開発促進センタ 障害者職業能力開発校に分けられる職業能力開発促進センター、障害者職業能力開発校に分けられる。

このほか、職業訓練を担当する指導員の養成、再訓練等を行う機関として、職業能力開発総合
大学校を（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構が設置・運営している。

体主置設類種の練訓業職な主設施
施設数

（平成23年4月現在）

職業能力開発校 ・中卒・高卒者等、離職者及び在職者に対す 都道府県 １５９

る職業訓練を実施 市町村 １

職業能力開発短期大学校 ・高卒者等に対する高度な職業訓練を実施
（専門課程）

機構※１ １

都道府県 １３

職業能力開発大学校

・高卒者等に対する高度な職業訓練を実施
（専門課程）

・専門課程修了者等に対する高度で専門的
かつ応用的な職業訓練を実施（応用課程）

機構 １０

職業能力開発促進センター
・離職者及び在職者に対する短期間の職業
訓練を実施

機構 ６１

障害者職業能力開発校
・障害者の能力、適性等に応じた職業訓練を
実施

国※２ １３

都道府県 ６実施 都道府県 ６

職業能力開発総合大学校
・職業訓練を担当する指導員の養成、職業能
力の開発及び高度な職業訓練を総合的に 機構 １

（参考）

※１ 「機構」と記載してあるのは、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構のことを言う。
※２ 国が設置した障害者職業能力開発校は、その運営を、機構（２）及び都道府県（１１）に委託している。

職業能力開発総合大学校 力の開発及び高度な職業訓練を総合的に
実施

機構 １

○ 国は、全国にわたり、離職者が再就職に必要な技能及び知識を習得するために必要な職業訓
練を実施し、雇用のセーフティネットとしての訓練機会を担保しています。

○ 都道府県は、地域住民サービスの観点から、地域の実情に応じた職業訓練を実施しています。

○ 対象 離職者（ハローワークの求職者）

高齢・障害・求職者雇用支援機構 都道府県

○ 対象 離職者（ハ ワ クの求職者）

○ 訓練期間 標準６か月

就業範囲の拡大と多様化する職務に対応し、より再就職に資
する訓練とするため か ごと 仕 が 像 訓練 標 を設定

○ 訓練期間 標準６か月～１年
する訓練とするため、3か月ごとに仕上がり像（訓練目標）を設定
（６か月で２つの関連する職務に係る仕上がり像を設定）。

・ 溶接科

・ 左官科

・ テクニカルオペレーション科

・ 金属加工科

主な訓練コース例 主な訓練コース例

・ 建築科

・ 自動車整備科

造園科

・ 電気設備科

・ 制御技術科

・ ビル管理科 （例）NC工作機械の技能訓練
・

・ 住宅リフォーム技術科

主にものづくり分野を中心とした訓練を実施 地域の実情に応じた訓練を実施

図表４　公共職業能力開発施設の種類

図表５　離職者訓練（施設内訓練）の概要
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図
表
７
は
在
職
者
訓
練
の
概
要
で
す
。
在

職
者
訓
練
も
、
地
域
の
事
業
主
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
申
し
出
等
に
基
づ
き
、
二
日
～
五
日

間
ぐ
ら
い
の
短
期
間
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
卒
者
訓
練
（
図
表
８
）
で
は
、
同
じ
学

ぶ
に
し
て
も
、
技
能
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を
学

ぶ
時
間
数
を
多
く
と
っ
て
お
り
、
企
業
で
実

雇
用
さ
れ
た
場
合
に
も
、
そ
の
能
力
を
応
用

的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
を
充
実

　

最
後
に
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
つ

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
図
表
９

の
と
お
り
、
被
災
地
に
お
い
て
は
特
別
な
訓

練
コ
ー
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
も
の
づ
く
り
の
訓
練
も
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
被
災
地
で
は
、
瓦
れ
き
の
処
理

や
建
設
業
的
な
仕
事
の
需
要
が
多
い
と
い
う

こ
と
を
か
ん
が
み
、
資
格
を
持
っ
て
い
な
い

【訓練内容】Ａ職業能力開発促進センター 監視制御システム設計製作科 平成2３年３月修了生

① 受講動機
れま 派遣社員とし トウ ア 評価 検証業務 業製品 動作確認業務 仕

【訓練内容】Ａ職業能力開発促進センタ 監視制御システム設計製作科 平成2３年３月修了生
【受講者】 男性：２６歳 直近の雇用形態：非正規労働者（派遣社員）
【訓練修了後の希望職種】：計測・制御・ネットワーク技術者

・これまで派遣社員としてソフトウェアの評価・検証業務、工業製品の動作確認業務の仕
事をしていたが、単純労働であり、これから正社員として採用されるには専門知識が必要
であると考え、制御システムに関する技能・技術、関連知識を習得し、正社員になること
を希望。

② 職業訓練受講中における主な訓練・支援内容
・計測・制御・ネットワーク技術者として必要となるネットワーク技術、Webシステム
開発、制御システム設計・開発技術等に関する知識と技術を実習を通じて習得。その上、
これら基盤技術を基に生産プロセスに沿って製品開発・納品することを想定した応用課題
の設計・製作・評価を行うことができるよう 多様なシステム開発事例を解説するなど担の設計 製作 評価を行うことができるよう、多様なシステム開発事例を解説するなど担
当指導員が丁寧に指導した。
・制御系プログラミング技術の習得ができていなかったことから、担当指導員の指導の下、
本人が納得するまで訓練時間外も含めて指導を繰り返した結果、企業にアピールできるレ
ベルにまで達することができた。

ジ ブ カ ドを活用して個別面談を実施し 訓練受講までの経緯 希望職種等を確認

立体駐車場モデル製作実習

・ジョブ・カードを活用して個別面談を実施し、訓練受講までの経緯、希望職種等を確認
し、現状認識の乖離の確認及び仕事理解を支援した。その結果、習得した技能によりその
成果を活用する職業生活がイメージでき、採用面接でも企業に対して積極的にPRでき、
就職することができた。

【希望職種への就職実現に向けて取り組んだ訓練内容（主なカリキュラムの抜粋）】

訓練風景（搬送制御装置の開発指導）

【希望職種への就職実現に向けて取り組んだ訓練内容（主なカリキュラムの抜粋）】
・工場内システム構築技術〔工場内ﾈｯﾄﾜｰｸ構築等に関する技能、関連知識を習得〕 訓練時間：108時間
・ｼｰｹﾝｽ制御技術〔回路設計、プログラミング実装に関する技能、関連知識を習得〕訓練時間：108時間
・監視カメラなどの機器を制御するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに関する技能、関連知識を習得

〔制御に必要な技術に関する技能、関連知識を習得〕訓練時間：108時間
・ｼｽﾃﾑ設計・開発〔ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱに必要な開発プロセスを習得〕 訓練時間：108時間

③ 結 果
・B株式会社の「システムエンジニア」として正社員採用（月収22.8万円）

○ 国は都道府県や民間教育訓練機関では実施することが困難な高度なものづくり分野における○ 国は都道府県や民間教育訓練機関では実施することが困難な高度なものづくり分野における
技能及び知識を習得させるための職業訓練を実施しています。

○ 都道府県は、地域企業や地場産業の訓練ニーズに対応した、基礎的な訓練を実施しています。

高齢・障害・求職者雇用支援機構高齢・障害・求職者雇用支援機構 都道府県都道府県

○ 訓練期間 概ね２～５日

○ 訓練内容等
・ 主に企業において中核的役割を果たしている者を

○ 訓練内容等
・ 主に初心者を対象に、機械・機器操作等の基礎主に企業において中核的役割を果たしている者を

対象に、職務の多様化・高度化に対応した、サー
ビス・品質の高付加価値化や業務の改善・効率化
等に必要な専門的知識及び技能・技術を習得させ
る高度なものづくり訓練

主に初心者を対象に、機械 機器操作等の基礎
的な取扱いを習得させる訓練等地域の人材ニーズ
を踏まえた基礎的な訓練

・ 地場産業等で必要とされる人材を育成するためのる高度なものづくり訓練

（新たな技術に対応した訓練例）
「金属表面硬化法の新動向」

（生産工程の改善・改良に関する訓練例）

地場産業等で必要とされる人材を育成するための
地域の実情に応じた訓練

（主な訓練コース例）
機械加工科、機械製図科（生産工程の改善 改良に関する訓練例）

「油圧システムにおけるトラブルの原因究明と改善」
（技能継承の必要性に対応した訓練例）
「実践被覆アーク溶接（指導者育成編）」

（環境問題に対応した訓練例）

機械加 科、機械製図科
建築科、情報ビジネス科 等

（地域の実情に応じた訓練コース例）
観光ビジネス科、陶磁器製造科、（環境問題に対応した訓練例）

「太陽光発電システムの設計と施工」

観光 ジネ 科、陶磁器製造科、
繊維エンジニア科、自動車整備科 等

図表６　公共職業訓練活用事例

図表７　在職者訓練の概要
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離
職
者
に
対
し
て
重
機
等
の
訓
練
資
格
を

持
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
状
で
す
が
、
訓
練
を
受
け
て
い
る
人
の

う
ち
、
現
地
で
は
三
割
程
度
が
雇
用
に
結
び

つ
い
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
は
、
経
験
を
問
わ
な
い
求
人
の
配

慮
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
度
以
降
、
ど
う
能
力
開
発
施

策
を
進
め
て
い
く
か
で
す
が
、
補
正
予
算
か

ら
一
二
年
度
予
算
に
か
け
て
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
の
訓
練
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
け

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
都

道
府
県
に
委
託
し
て
実
施
す
る
訓
練
が
多
い

で
す
が
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
範
囲
を
狭
く

解
さ
ず
、
省
エ
ネ
な
ど
、
地
域
で
い
ろ
い
ろ

意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
て
実
雇
用
に
つ

な
が
り
そ
う
な
分
野
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
訓

練
科
目
と
し
て
積
極
的
に
設
定
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
都
道
府
県
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○ 国は、職業に必要な高度で専門的かつ応用的な技能・知識を習得させるための長期課程の訓○ 国は、職業に必要な高度で専門的かつ応用的な技能 知識を習得させるための長期課程の訓
練を実施（高卒者等２年間）しています。

○ 都道府県は、職業に必要な基礎的な技術・知識を習得させるための長期課程の訓練を実施（高

卒者等１年～２年間、中卒者等２年間）しています。

普通課程
（中学・高等学校卒業者等を対象にした

1～2年間の訓練）

専門課程
（高等学校卒業者等を対象にした2年間の訓練）

応用課程
（専門課程修了者等を対象にした2年間の訓練）

1～2年間の訓練）

実施施設 職業能力開発校
職業能力開発大学校

職業能力開発短期大学校 等
職業能力開発大学校 等

目的
地域の実情に応じ、　地域産業
に必要な多様な技能・知識を労
働者に養成

高度なものづくり人材を育成するため、
技術革新に対応できる高度な知識・技能
を兼ね備えた実践技能者を養成

高度な技能・技術や企画・開発能力等を
習得し、生産技術・生産管理部門のリー
ダーとなる人材を育成

訓練時間
中卒者等（2,800時間（1年につき
概ね1,400時間）以上）、高卒者
等（1,400時間以上）

2,800時間（1年につき概ね1,400時間）

以上

2,800時間（1年につき概ね1,400時間）
以上

OA事務科 機械加工科 生産技術科 情報技術科 制御技 生産機械システム技術科
訓練科

OA事務科、機械加工科、

自動車整備科、木造建築科 等

生産技術科、電子情報技術科、制御技
術科 等

生産機械システム技術科、

建築施工システム技術科 等

受講料 各都道府県で定める額。
390,000円（1年間：高齢・障害・求職者雇用支援
機構実施分）

390,000円（1年間：高齢・障害・求職者雇用支援
機構実施分）

＊別途、入学金169,200円が必要 ＊別途、入学金112,800円が必要

○訓練定員を確保・拡充する。
・23年度の公共職業訓練の当初計画数：8,002人分
・23年度分として、これまでに設定した基金訓練定員：11,742人分

○被災者向けの特別訓練コース（建設機械の運転等）の開拓・設定を行う。
【公共職業訓練（委託訓練）における、岩手、宮城、福島県の特別訓練コース設定状況：430人分（10月25日現在）】

岩手県 4 ス（総合オペレ シ ン科（建設関係重機の操作）） 宮古（5月17日 ８月25日開講） 大船渡（7月22日開講） 釜石（7月29日開講）

職業訓練の機動的な拡充・実施

岩手県：4コース（総合オペレーション科（建設関係重機の操作））…宮古（5月17日、８月25日開講）､大船渡（7月22日開講）、釜石（7月29日開講）
宮城県：7コース（建築系訓練コース）…気仙沼（8月25日開講）、石巻（9月2日開講）、仙台（9月13日開講）、大崎（10月5日開講）、

白石（10月19日開講）
（クレーン・玉掛けコース）…気仙沼（11月9日開講予定）、石巻（11月16日開講予定）

福島県：62コース（建築系訓練コース）…郡山・福島・白河（30コース10月以降開講）、若松・田島・坂下（16コース9月～11月開講）
浜地区（16コース10月以降開講）

【基金訓練における 岩手 宮城 福島県の特別訓練コース認定状況：263人分（10月25日現在）】【基金訓練における、岩手、宮城、福島県の特別訓練コース認定状況：263人分（10月25日現在）】
岩手県：11コース（建設機械運転科）…陸前高田（7月15日、25日、8月5日、9日、15日、22日、25日、9月2日、16日、29日開講）
宮城県：2コース（建設機械運転科）…多賀城（8月1日、9月15日開講）
福島県：6コース（建設機械運転科）…郡山（9月3日、28日開講）、白河（9月9日、30日開講）、安達郡大玉村（9月9日、30日開講）

【求職者支援訓練における、岩手、宮城、福島県の特別訓練コース認定状況：76人分（10月25日現在）】
岩手県：4コース（建設機械運転科）…陸前高田（10月29日、11月18日、12月14日開講予定）、一関（11月21日開講予定）
福島県：1コース（建設機械運転科）…白河（12月12日開講予定）

○被災地域の離職者等に対する建設関連分野(建築設備･電気設備等)をはじめとした公共職業訓練を拡充する。
(施設内訓練：岩手、宮城、福島県で243人分を設定)

○被災地域の訓練生等に対する学卒者訓練や在職者訓練の受講料等を免除する。

福島県：1コ ス（建設機械運転科） 白河（12月12日開講予定）

職業訓練の拡充等（平成23年度第１次補正）

○被災した公共職業能力開発施設、認定職業訓練校の復旧を推進する。

雇用保険を受給できない方への訓練期間中の生活支援

訓練施設の復旧（平成23年度第１次補正）

○求職者支援制度
求職者支援制度による職業訓練の受講及び訓練期間中の給付金の支給において、被災者に対しては以下のような対応を実施
・ 土地・建物要件について、現住所以外に土地・建物を所有している場合でも、被災者の個別事情も踏まえて、弾力的に運用

○訓練手当の支給
被災により、離職を余儀なくされたり、内定を取り消された方が、公共職業訓練を受講する場合に、受講期間中の生活支援である訓練手当を支給する。

期

○（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構の青森、岩手、宮城、福島及び茨城センターに、職業訓練受講者や事業主等からの職業訓練等の相談援助を行う
｢震災特別相談窓口｣を設置。(相談件数401件(4月4日～10月20日))

職業訓練等に関する相談への対応

図表８　学卒者訓練の概要

図表９　東日本大震災へのこれまでの対応（職業能力開発関係）
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私
か
ら
は
、
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
に
お

け
る
人
材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、
そ
の
課
題
と
可
能

性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
本
日
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
問
題
提
起
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
ず
、
人
材
確
保
・
育
成
の
前
提
と
し
て
、

中
小
企
業
の
経
営
状
況
を
調
べ
ま
し
た
。
企

業
の
主
な
事
業
領
域
・
生
産
体
制
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
発
注
元
の
仕
様
・
図
面
に
基
づ

く
部
品
生
産
」
と
答
え
た
企
業
の
割
合
が

七
三
％
と
ト
ッ
プ
。次
に
多
か
っ
た
の
が「
多

品
種
少
量
生
産
体
制
」
で
、五
七
％
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
生
産
体
制
の
中
で
力
を
入
れ
て

い
る
取
り
組
み
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
既
存

製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
が
七
八
％
と
も

っ
と
も
多
く
、「
人
件
費
、
要
員
見
直
し
」

（
五
七
％
）、「
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
」

（
五
五
％
）、「
財
務
体
質
強
化
」（
五
五
％
）

と
続
き
ま
し
た
。
生
産
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

と
コ
ス
ト
の
見
直
し
と
い
う
ト
レ
ー
ド
オ
フ

の
関
係
に
な
り
か
ね
な
い
要
求
の
中
で
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
背
景
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
を
主
因
と
し
た
①
価
格
の
低
下

②
品
質
競
争
の
激
化
③
顧
客
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
―
―
と
い
う
市
場
環
境
の
変
化
が
あ
り
ま

す
。

　

次
に
こ
れ
ら
の
事
業
領
域
・
生
産
体
制
、

あ
る
い
は
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
前

提
に
生
じ
た
人
材
ニ
ー
ズ
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
ず
、
企
業
が
、
技
能
者
、
つ
ま
り
製

造
現
場
で
働
い
て
い
る
方
に
求
め
る
知
識
・

ス
キ
ル
と
し
て
は
、「
生
産
工
程
合
理
化
の

た
め
の
知
識
・
ス
キ
ル
」（
三
七
％
）
が
ト

ッ
プ
で
、
こ
れ
に
「
高
度
に
卓
越
し
た
熟
練

技
能
」（
三
五
％
）、「
品
質
管
理
、
検
査
、

試
験
の
た
め
の
知
識
・
ス
キ
ル
」（
二
八
％
）

が
続
き
ま
す
。

　

一
方
、
技
術
者
、
つ
ま
り
設
計
や
生
産
管

理
を
担
当
す
る
社
員
に
求
め
る
知
識
・
ス
キ

ル
と
し
て
は
、「
特
定
の
技
術
に
つ
い
て
の

高
度
な
専
門
知
識
」（
三
三
％
）
の
割
合
が

も
っ
と
も
高
く
、「
複
数
の
技
術
に
関
す
る

幅
広
い
知
識
」（
三
二
％
）、「
ユ
ー
ザ
ー
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
製
品
設
計
化
す
る
能
力
」

（
二
九
％
）
の
順
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
経
営
上
力
を
入
れ
て
い

る
「
コ
ス
ト
と
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
」
と
い

う
取
り
組
み
に
対
応
す
る
か
た
ち
で
、
技
能

者
・
技
術
者
に
求
め
る
知
識
・
ス
キ
ル
が
あ

る
と
い
う
こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
か

と
思
い
ま
す
。

四
割
が
転
職
者
を
採
用

　

こ
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
企
業
で
は

人
材
の
確
保
―
こ
の
「
確
保
」
に
は
採
用
と

育
成
も
含
ま
れ
ま
す
―
が
進
め
ら
れ
る
の
で

す
が
、
ま
ず
、
採
用
か
ら
み
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

昨
年
か
ら
過
去
三
年
間
の
若
年
技
能
者
の

採
用
実
施
率
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
新
卒
採
用

は
五
六
％
、
中
途
採
用
は
六
二
％
と
い
う
結

果
で
し
た
。
新
卒
に
つ
い
て
は
、
主
に
工
業

高
校
、
工
業
高
校
以
外
の
高
校
か
ら
採
用
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
結
果
に
対
し
て
、

六
一
％
の
企
業
は
「
求
め
る
レ
ベ
ル
の
人
材

が
採
れ
な
い
」、
四
六
％
の
企
業
は
「
求
人

に
対
す
る
応
募
が
少
な
い
」
と
評
価
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
も
の

づ
く
り
中
小
企
業
で
は
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
と

い
っ
た
国
々
か
ら
の
研
修
生
で
代
替
し
て
い

る
事
例
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
研

修
生
は
、
三
年
間
は
確
実
に
働
い
て
く
れ
る

し
、
や
る
気
や
能
力
の
点
で
も
日
本
人
学
生

よ
り
は
る
か
に
頼
り
に
な
る
か
ら
で
す
。

　

一
方
、
中
途
採
用
を
行
っ
た
企
業
に
対
し

て
、
そ
の
目
的
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
即
戦

力
の
確
保
」
が
七
二
％
と
も
っ
と
も
多
く
、

「
高
齢
退
職
へ
の
備
え
」（
四
二
％
）、「
中
核

人
材
育
成
」（
四
一
％
）
と
続
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
七
割
も
の
企
業
が

「
即
戦
力
の
確
保
」
を
あ
げ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
約
四
割
が
他
業
種
か
ら
の

転
職
者
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

企
業
の
方
に
そ
の
理
由
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
中
小
企
業
の
事
業
領
域
は
か
な
り
細
分

化
、
ニ
ッ
チ
化
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、

多
品
種
少
量
生
産
型
の
企
業
で
は
、
大
量
生

産
型
企
業
か
ら
き
た
人
材
を
採
用
し
て
も
、

使
い
物
に
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
ま
っ
た
く

経
験
が
な
く
と
も
意
欲
や
人
間
性
で
採
用
し

た
ほ
う
が
い
い
と
考
え
て
い
る
企
業
が
少
な

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
活
性
化
が
課
題

　

で
は
、
人
材
育
成
の
取
り
組
み
と
し
て
具

体
的
に
何
を
行
っ
て
い
る
か
み
て
み
ま
し
ょ

う
。
職
場
で
の
取
り
組
み
、
つ
ま
り
Ｏ
Ｊ
Ｔ

と
し
て
は
、「
や
さ
し
い
仕
事
か
ら
難
し
い

仕
事
へ
」
と
答
え
た
企
業
の
割
合
が
六
五
％

と
も
っ
と
も
多
く
、「
計
画
的
な
育
成
・
指

導
」、「
関
連
業
務
を
含
め
て
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
」、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
活
用
」
が
そ
れ

ぞ
れ
四
割
程
度
、「
社
内
勉
強
会
・
発
表
会

の
実
施
」
は
二
割
程
度
で
し
た
。

　

Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、「
社
外
機

関
へ
の
従
業
員
派
遣
」
が
二
四
％
、
次
い
で

「
情
報
収
集
」（
一
六
％
）
の
順
で
す
。
Ｏ
ｆ

ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
関
す
る
予
算
、
教
材
、
設
備

を
確
保
し
て
い
る
企
業
は
五
％
未
満
で
す
。

二
五
％
の
企
業
は
今
後
、
こ
れ
ら
を
「
増
や

し
た
い
」
と
考
え
て
い
る
も
の
の
、
現
状
で

は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
ほ
ど
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。自
己
啓
発
支
援
に
関
し
て
も
同
様
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
で
の

　 

も
の
づ
く
り
中
小
企
業
に
お
け
る
人
材
の
確
保
と
育
成

―
課
題
と
可
能
性
を
探
る
　
　
　
　
　
　
　

　
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

藤
本　

真　

︿研究報告﹀
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人
材
育
成
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
中
心
と
な
る
た
め
、

こ
れ
を
ど
う
活
性
化
す
る
か
が
課
題
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

八
割
が
育
成
に
問
題
あ
り

　

従
業
員
の
育
成
・
能
力
開
発
に
つ
い
て
、

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
約
二
三
％
の
企
業
が
「
特
に
問
題
は
な

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
八

割
近
く
が
「
問
題
が
あ
る
」
と
考
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
で
は
、
具
体
的
に
ど
こ

に
課
題
が
あ
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、①「
忙

し
す
ぎ
て
、教
育
訓
練
の
時
間
が
な
い
」（
三

○
％
）
②
「
社
外
機
関
の
活
用
に
コ
ス
ト
が

か
か
る
」（
二
二
％
）
③
「
従
業
員
の
や
る

気
が
乏
し
い
」（
二
○
％
）
―
―
の
三
つ
に

集
約
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
三
つ
に
ど
う
対
処

し
て
い
く
か
が
人
材
育
成
を
進
め
る
上
で
鍵

と
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
材
育
成
の
重
要
性

を
示
唆
す
る
デ
ー
タ
が

図
表
１
で
す
。
こ
れ
は

企
業
の
人
材
育
成
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
「
う
ま
い
く

い
っ
て
い
る
」「
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
」
と

い
う
評
価
を
聞
い
た
結

果
で
す
。
若
年
正
社
員

を
対
象
と
し
た
施
策
の

中
で
「
指
導
者
を
決
め

る
な
ど
し
て
計
画
に
そ

っ
て
進
め
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
」

に
つ
い
て
は
、「
う
ま

く
い
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
企
業
が
約
五
割
な

の
に
対
し
、「
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
」
が
約

四
割
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
管
理
者
・

監
督
者
を
対
象
と
し
た

取
り
組
み
は
行
っ
て
い

な
い
」
は
、「
う
ま
く

い
っ
て
い
る
」
が
約
三

割
だ
っ
た
の
に
対
し
、

「
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
」
は
五
割
近
く
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」
企
業

は
管
理
・
監
督
者
を
対
象
と
し
た
施
策
の
実

施
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。
こ

れ
は
人
材
育
成
に
お
い
て
、
企
業
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
、
必
要

性
を
示
し
た
デ
ー
タ
と
い
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

効
果
的
な
能
力
の
明
確
化

　

で
は
、
次
に
そ
の
企
業
ぐ
る
み
の
取
り
組

み
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
か
。
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
五
年
ほ
ど
も

の
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企
業
の
人

材
育
成
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
た
中
で
、
あ

る
ポ
イ
ン
ト
に
着
目
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
求
め
る
能
力
の
明
確
化
」、
俗
に
言
う
「
見

え
る
化
」
が
人
材
育
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
と
い
う
点
で
す
。
調
査
に
よ

る
と
、
能
力
要
件
を
「
非
常
に
明
確
化
し
て

い
る
」
と
答
え
た
も
の
づ
く
り
企
業
の
割
合

は
一
六
％
、「
あ
る
程
度
明
確
に
し
て
い
る
」

は
三
六
％
で
、
合
わ
せ
て
半
数
以
上
が
明
確

化
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方

法
で
明
確
化
し
て
い
る
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
日
常
業
務
中
」
が
五
六
％
で
も
っ
と
も
多

く
、「
小
集
団
活
動
で
」（
四
六
％
）、「
朝
礼

で
」（
四
五
％
）
と
続
き
ま
す
。

　

図
表
２
は
も
の
づ
く
り
企
業
が
行
う
育

成
・
能
力
開
発
の
取
り
組
み
ご
と
に
能
力
要

件
を
明
確
化
し
て
い
る
場
合
と
明
確
化
し
て

い
な
い
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
実
施

度
を
表
し
た
も
の
で
す
。「
計
画
に
そ
っ
た

育
成
・
能
力
開
発
」
の
実
施
率
は
明
確
化
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
五
○
％
、
明
確
化
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
は
二
四
％
と
倍
以
上
の
開
き

が
あ
り
ま
す
。「
作
業
標
準
書
・
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
活
用
」
や
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
関
連

業
務
を
経
験
」
な
ど
、
企
業
ぐ
る
み
で
行
う

取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
明
確
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
で
は
倍
以
上

の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
に
関
し
て
も
「
Ｏ
ｆ
ｆ
―

Ｊ
Ｔ
の
た
め
の
情
報
収
集
」
に
つ
い
て
は
そ

れ
ほ
ど
差
は
な
い
も
の
の
、「
社
員
の
社
外

へ
の
派
遣
」
は
一
一
％
も
差
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
企
業
の
中
核
と
な
る
人
材
に
ど

の
よ
う
な
能
力
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と

を
普
段
か
ら
明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

ほ
ど
、
育
成
・
能
力
開
発
を
進
め
や
す
い
傾

向
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

うまくいっている うまくいっていない

【若年正社員を対象とした施策】

0.936.15ＴＪＯるめ進てっそに画計てしどなるめ決を者導指

仕事の内容を吟味して、やさしい仕事から難しい仕事へと経験させる 56.4 58.6

主要な担当業務のほかに、関連する業務もローテーションで経験させる 40.3 32.6

8.111.51るせさジンレャチに務業の規新

作業標準書や作業手順書（マニュアル）を使って進めている 53 6 48 0作業標準書や作業手順書（マニュアル）を使って進めている 53.6 48.0

3.045.54励奨の案提・善改 るけおに場職

2.127.52動活の等ルクーサＣＱ・動活団集小るけおに場職

2.434.53）練訓育教たれ離を場職（TJ-ffOのどな修研

1.723.82援支の動活発啓己自

【管理者・監督者を対象とした取り組み】

9.47.7布配をルアュニマのていつに育教の下部、に者督監・者理管

部下の教育 管理に関する研修 28 0 20 0部下の教育・管理に関する研修 28.0 20.0

8.622.63るせさて立を画計成育の下部に者督監・者理管

部下の教育に関する項目を管理者・監督 1.810.02るすと目項価評の者

その他 1.5 1.6そ 他

4.645.33管理者・監督者を対象とした取り組みは特には行っていない

明確化して 明確化して
育成・能力開発の取り組み

明確化して
いる

明確化して
いない

計画にそった育成・能力開発 ５０％ ２４％計画 そ 育成 能力開発

作業標準書・マニュアルの活用 ４５％ １９％

やさしい仕事から難しい仕事へ ７３％ ５２％やさしい仕事から難しい仕事へ ７３％ ５２％

ローテーションで関連業務を経験 ４４％ ２２％

３２％ １０％社内での勉強会・発表会 ３２％ １０％

社員の社外への派遣 ３０％ １９％

ため 情報収集Ｏｆｆ－ＪＴのための情報収集 ２０％ １８％

図表１　ものづくり中小企業の人材育成

図表２　見える化の有無と育成・能力開発施策の実施度
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能
力
開
発
は
無
駄
に
な
ら
な
い

　

図
表
３
は
勤
務
先
周
辺
地
域
の
取
り
組
み

と
従
業
員
の
能
力
開
発
の
関
係
を
表
し
た
も

の
で
す
。
人
材
育
成
が
盛
ん
な
地
域
ほ
ど
、

そ
う
で
な
い
地
域
に
比
べ
て
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
Ｏ

ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
、
自
己
啓
発
に
取
り
組
む
割
合

は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
に
よ
る
人
材
育
成
へ
の
取
り
組
み
が

従
業
員
の
能
力
開
発
意
欲
に
与
え
る
影
響
を

調
べ
た
の
が
、
図
表
４
で
す
。「
職
場
で
の

取
り
組
み
が
盛
ん
」
な
企
業
ほ
ど
、
意
欲
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
能
力
開
発
に

取
り
組
む
こ
と
へ
の
効
果
を
疑
問
視
す
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
結
果
を

み
れ
ば
決
し
て
無
駄
に
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
調
査
結
果
か
ら
言
え

る
こ
と
は
、
次
の
二
点
で
す
。
一
つ
め
は
、

質
量
と
も
に
不
足
感
の
残
る
新
卒
採
用
、
必

ず
し
も
即
戦
力
の
確
保
が
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
中
途
採
用
の
状
況
を
考
え
る
と
、
中
小

企
業
ほ
ど
人
材
の
確
保
に
お
い
て
「
育
成
」

の
比
重
が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
。

　

も
う
一
点
は
、
企
業
の
自
己
評
価
や
従
業

員
の
能
力
開
発
意
欲
と
企
業
の
取
り
組
み
の

関
係
か
ら
、「
育
成
」
を
左
右
す
る
の
は
、

企
業
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
で
き
て
い
る
か

ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

た
だ
し
、
今
申
し
上
げ
た
こ
と
は
何
ら
目

新
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
で
話

を
伺
っ
て
い
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
経
営
者
が

普
段
か
ら
こ
う
し
た
こ
と
を
頭
に
置
か
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。人
に
よ
っ
て
は
、

強
く
意
識
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
厳
し

い
経
営
環
境
の
中
で
、
コ
ス
ト
削
減
や
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
と
い
っ
た
要
求
に
対
応
す
る
な

か
で
、
ど
う
し
て
も
忘
れ
ら
れ
が
ち
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
企
業
ぐ
る
み
で
の

取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
、
あ
る

い
は
忘
れ
か
け
て
い
た
大
事
な
こ
と
を
思
い

出
し
た
経
営
者
の
意
欲
を
く
じ
か
な
い
よ
う

社
会
的
・
政
策
的
な
取
り
組
み
の
確
立
と
運

営
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

ＯＪＴに積極的
に取組んでいる

Ｏｆｆ－ＪＴに積極
的に取組んで

自己啓発に積
極的に取組ん

でいるいる

盛ん ２２％ １６％ １２％

中間 １７％ １１％ ９％

低調 １３％ ８％ ８％

能力開発についての考え
職場での取り
組みが盛ん

職場での取り
組みが盛んで

はない

研修・自己啓発の時間を増やしたい ４５％ ３８％

マネジメントの知識を習得したい ４３％ ３７％

仕事の幅を広げるため勉強したい ８０％ ７７％

専門性を高めるために勉強したい 78％ ７５％

資格を取得したい ６１％ ５５％

独立 開業のための勉強がしたい １９％ １８％

図表３　勤務先周辺地域の取り組みと従業員の能力開発

図表４　若年従業員の能力開発意欲への影響

写真と本文は関係ありません
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人
材
育
成
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い
課

題
で
あ
り
、
ど
こ
の
会
社
も
悩
ん
で
い
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
六
七
歳
を
過
ぎ
ま

し
た
が
、
能
力
と
い
う
の
は
使
え
ば
使
う
ほ

ど
よ
く
な
り
、
使
わ
な
い
と
退
化
す
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
能
力
と
い
う
の
は
無
限
に
あ
る
。
だ

か
ら
、
会
社
と
し
て
み
れ
ば
、
育
成
を
お
ぜ

ん
立
て
し
て
あ
げ
る
。
そ
の
う
え
で
、
や
る

か
、
や
ら
な
い
か
は
本
人
次
第
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
報
告
の
タ
イ
ト
ル
は
「
人
財
育
成

へ
の
道
し
る
べ
」
と
し
ま
し
た
が
、
副
題
の

と
お
り
、「
自
立
」
と
「
自
律
」
が
本
日
の
話

の
テ
ー
マ
で
す
。

　

私
ど
も
の
会
社
は
、
富
士
重
工
業
の
一
次

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
、
一
九
五
一
年
に
創
業
し
、

現
在
は
二
代
目
の
栗
田
容
和
が
社
長
を
し
て

い
ま
す
。

　

従
業
員
数
は
一
九
五
人
で
、
短
時
間
勤
務

の
社
員
や
期
間
社
員
も
相
当
入
っ
て
き
ま
し

た
。
工
場
内
は
、
ダ
イ
カ
ス
ト
鋳
造
、
グ
ラ

ビ
テ
ィ
鋳

造
、
機
械

加
工
の
三

部
門
に
分

か
れ
て
い

ま
す
。
当

社
の
年
齢

構
成
は
、

高
齢
者
も

多
く
、
最

高
年
齢
は

七
三
歳
。

就
業
規
則

を
改
定
し
、

社
長
の
考

え
で
あ
る

「
生
涯
現

役
」
を
実

践
し
て
い

ま
す
。

企業理念企業理念

す。

品質方針品質方針

品質第一に考え、お客様に

信頼される品質を追及する。

地球環境を守り、当社及び当社に

携わる企業の繁栄とそこに働く社員家携わる企業の繁栄とそこに働く社員家
族の幸せを願い魅力ある企業をめざ

品質第 に考え、お客様に

企業理念

品質方針

◆ 社員は財産（人材を人財にしたい）

◆財務リストラはするが人材整理は絶対しない

◆６Ｓの徹底

◆◆継続的収益確保（黒字決算確保）

◆◆技術力向上

◆◆不良低減不良低減

◆◆企業理念の浸透企業理念の浸透

図表１

図表２　社長の想い

　 

人
財
育
成
へ
の
道
し
る
べ

─
自
立
と
自
律
の
支
援
に
向
け
て
　

　
栗
田
ア
ル
ミ
工
業
社
長
付
・
人
財
育
成
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

　

勝
山　

勲　

︿事例１﹀

会
社
の
マ
ー
ク
に
元
気
、
や
る

気
な
ど

　

当
社
の
企
業
理
念
は
、「
地
球
環
境
を
守
り
、

当
社
及
び
当
社
に
携
わ
る
企
業
の
繁
栄
と
そ

こ
に
働
く
社
員
家
族
の
幸
せ
を
願
い
魅
力
あ

る
企
業
を
め
ざ
す
」
で
あ
り
、
地
球
環
境
を

守
る
な
ど
四
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
隠
さ
れ
て

い
ま
す
。
図
表
１
の
右
上
に
あ
る
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｋ
Ｉ　

Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ｉ　

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
」
と

あ
る
マ
ー
ク
で
す
が
、
こ
れ
が
社
の
マ
ー
ク

に
な
っ
て
お
り
、
社
員
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の

右
肩
に
は
こ
れ
が
付
い
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
は
七
つ
の
気
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、

「
元
気
で
あ
れ
ば
や
る
気
も
出
て
活
気
も
出

る
。
根
気
よ
く
続
け
て
勇
気
を
持
っ
て
本
気

に
な
れ
ば
、
自
分
の
運
気
が
強
ま
る
」
と
い

う
も
の
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
マ
ー

ク
に
表
し
た
わ
け
で
す
。

　

図
表
２
に
「
社
長
の
想
い
」
と
あ
り
ま
す

が
、
中
小
企
業
は
ほ
と
ん
ど
オ
ー
ナ
ー
企
業

な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
社
長
の
想
い
を

大
切
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
想
い

を
社
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
分
析
し
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

社
長
か
ら
は
た
く
さ
ん
話
が
出
ま
し
た
が
、

人
材
の
「
材
」
を
財
産
の
「
財
」
に
し
た
い

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
員
整

理
は
絶
対
に
し
な
い
と
。
経
営
開
示
、
シ
ッ

ク
ス
シ
グ
マ
の
徹
底
や
、
黒
字
必
達
な
ど
も

あ
が
り
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
社
長
は
朝
七
時
か
ら
門
に

立
っ
て
、
出
勤
し
て
く
る
社
員
に
「
お
は
よ

う
」
と
朝
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
七
時
か

ら
八
時
ま
で
門
に
立
つ
。
今
は
寒
い
で
す
が
、

今
日
も
寒
い
中
、
七
時
か
ら
正
門
に
立
っ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
社
員
は
非
常
に

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
遅
刻
者
が
い
な
く
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な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
良
か
っ
た
点
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
も
う
一
つ
良
い
こ
と
は
、
社

員
一
人
ひ
と
り
の
顔
が
よ
く
わ
か
る
こ
と
な

の
で
す
。
元
気
な
の
か
ど
う
か
。
ち
ょ
っ
と

返
事
が
弱
い
と
、「
何
か
あ
っ
た
か
な
」
と

思
っ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
開
発
方
針
は
明
確
に

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
本
題
の
「
人
財
育
成
方

針
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
が
、
実
は
私
は
、

茨
城
県
を
代
表
す
る
地
方
銀
行
の
常
陽
銀
行

か
ら
一
九
九
九
年
二
月
に
栗
田
ア
ル
ミ
工
業

に
入
社
し
ま
し
た
。

　

金
の
回
ら
な
い
企
業
は
何
を
や
っ
て
も
だ

め
だ
と
い
う
中
で
、
入
社
し
て
い
ち
早
く
、

資
金
繰
り
や
月
次
決
算
の
関
係
業
務
で
パ
ソ

コ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
中
で

も
人
材
育
成
方
針
を
き
ち
ん
と
持
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
顧
客

ニ
ー
ズ
が
常
に
変
化
し
、
競
争
環
境
が
厳
し

く
、
絶
対
的
な
解
決
策
が
な
い
な
か
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
成
功
と
当
社
の
経
営
理
念
の
達
成
に

向
け
、
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

当
社
が
求
め
る
人
材
像
は
簡
単
で
す
。
元

気
、
や
る
気
、
根
気
を
社
是
と
し
、
明
る
く

元
気
で
あ
る
こ
と
、
自
分
の
意
見
が
言
え
る

こ
と
、
向
上
心
、
そ
し
て
積
極
性
が
あ
る
。

自
立
と
自
律
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

最
近
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
体
系
を
整
備
し
ま

し
た
（
図
表
３
、
４
）。
二
〇
代
、
三
〇
代
、

四
〇
代
、
五
〇
代
と
、
各
世
代
で
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
教
育
訓
練
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
基
本
方
針

を
明
確
に
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
社
員
の
自

立
と
自
律
を
支
援
し
、「
経
営
理
念
」・「
社
長

の
想
い
」
の
達
成
の
た
め
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
の

機
会
は
す
べ
て
の
社
員
に
与
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
も
掲
げ
ま
し
た
。

就
業
規
則
改
定
で
自
己
啓
発
も
支
援

　

就
業
規
則
は
、
二
〇
〇
八
年
の
二
月
か
ら

一
〇
月
ま
で
、
社
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
そ
こ
で
内
容
を
考
え
、

全
面
改
定
し
ま
し
た
。
教
育
関
係
や
自
己
啓

発
に
関
わ
る
こ
と
も
入
れ
て
い
こ
う
と
検
討

し
ま
し
た
。

　

就
業
規
則
が
で
き
上
が
っ
た
の
は
〇
八
年

一
〇
月
三
一
日
で
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

は
も
う
勃
発
し
て
い
ま
し
た
。「
社
員
と
共

に
企
業
理
念
達
成
の
た
め
に
よ
り
良
い
規
則

に
改
善
を
続
け
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
う
た

い
、
社
員
の
つ
く
っ
た
就
業
規
則
に
社
長
も

判
子
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

定
年
部
分
の
検
討
は
難
し
か
っ
た
。「
定

年
到
達
者
で
、
継
続
勤
務
を
希
望
す
る
者
は

全
員
、
別
途
定
め
る
、『
再
雇
用
規
定
』
を
熟

知
、
熟
慮
の
う
え
自
己
責
任
に
お
い
て
定
年

を
自
ら
決
め
、
七
〇
歳
ま
で
再
雇
用
契
約
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
ま
し
た
。
七
〇

歳
を
超
え
た
場
合
に
は
、
今
度
は
会
社
が
認

め
た
場
合
に
勤
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た

が
、
現
在
七
三
歳
の
社
員
が
元
気
に
働
い
て

い
ま
す
。

　

な
ぜ
こ
う
し
た
規
程
に
し
た
か
と
言
い
ま

図表３　教育体系図　1/2

図表４　教育体系図　2/2
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す
と
、
社
員
も
プ
ロ
と
同
じ
だ
と
い
つ
も

言
っ
て
い
ま
す
。
引
退
と
い
う
も
の
は
、
ど

こ
か
で
や
っ
て
来
る
。
い
つ
引
退
す
る
か
は

自
己
責
任
だ
と
。

　

当
社
で
は
、
教
育
研
修
に
つ
い
て
も
就
業

規
則
に
載
せ
て
い
ま
す
（
図
表
５
）。
研
修

の
受
講
費
用
す
べ
て
を
会
社
が
負
担
す
る
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
自
己
啓
発
に
つ
い
て
も
、

積
極
的
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

お
り
、
費
用
は
会
社
が
費
用
を
出
し
ま
す
よ

と
い
う
形
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
場
で
の
社
内
勉
強
会
も
開
催
し
、
技
術

伝
承
と
い
う
視
点
か
ら
若
い
人
に
教
え
込
む

機
会
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

通
信
講
座
の
答
案
を
社
長
も

チ
ェ
ッ
ク

　

通
信
教
育
で
は
、
介
護
の
話
や
年
金
講
座

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
六
〇
歳
に
な
っ
て
も
積

極
的
に
受
け
る
人
は
い
ま
す
。
読
む
力
、
書

く
力
、
考
え
る
力
、
こ
れ
ら
の
力
を
つ
け
さ

せ
る
た
め
に
は
、
通
信
講
座
が
手
っ
取
り
早

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
通
信
講
座
の
答
案
用

紙
は
す
べ
て
、
私
と
社
長
で
判
子
を
押
し
ま

す
。
で
す
か
ら
、
丸
写
し
な
ど
し
た
ら
、
み

ん
な
わ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
う
部

分
で
は
、
全
部
見
て
判
子
を
押
し
て
あ
げ
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

職
務
評
価
シ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
元
気
、

や
る
気
、
根
気
の
根
拠
と
か
気
づ
き
の
視
点

か
ら
、
評
価
に
乗
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
図
表
６
は
、
製
造
一
課
の
シ
ー
ト

で
、
ダ
イ
カ
ス
ト
鋳
造
関
係
の
シ
ョ
ッ
ト
ブ

ラ
ス
ト
や
溶
解
の
脱
酸
な
ど
が
能
力
項
目
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

次
は
職
務
能
力
を
総
合
考
課
に
落
と
し
込

ん
で
い
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
資
格
取
得
状

況
も
記
録
し
て
お
り
、
び
っ
し
り
書
き
込
ま

れ
て
い
て
欄
内
に
書
き
切
れ
な
い
社
員
も
出

て
い
ま
す
。
昨
年
、
社
会
保
険
労
務
士
の
資

格
を
と
っ
た
社
員
が
い
ま
し
た
。「
独
立
す

る
の
か
」
と
聞
い
た
ら
、「
な
か
な
か
そ
れ
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
」
と
言
う
の
で
、「
じ
ゃ
、

登
録
費
用
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
全
部
出
し

ま
す
よ
」
と
、
現
在
は
社
内
労
務
士
と
し
て

活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

情
報
開
示
も
徹
底

　

人
材
育
成
に
か
か
る
費
用
も
含
め
て
、
社

員
に
対
す
る
経
営
開
示
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
に

も
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
で
乗
り
切
り
ま
し
た
。
自

動
車
部
品
業
界
の
中
で
も
、
人
を
切
っ
た
た

め
に
業
績
回
復
へ
の
対
応
が
で
き
な
く
な
っ

た
企
業
も
多
々
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
当

社
で
は
、
人
の
育
成
は
永
続
的
に
進
め
て
い

く
と
い
う
考
え
で
、
今
後
も
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、「
為
せ
ば
な
る
、
為
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
、
何
事
も
、
な
ら
ぬ
は
ひ
と
の
な
さ
ぬ
な

り
け
り
」
と
い
う
米
沢
の
上
杉
鷹
山
の
名
文

句
を
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
当
社
の
社
長

の
栗
田
容
和
も
米
沢
出
身
で
す
。

　

文
句
の
と
お
り
、
や
れ
ば
で
き
る
、
で
き

な
い
の
は
そ
の
気
に
な
っ
て
や
ら
な
い
だ
け
。

ま
た
、当
社
の
あ
る
「
健
挑
者
」
の
社
員
（
障

が
い
を
も
つ
社
員
）
の
お
母
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
手
紙
の
中
で
も
、「
専
門
的
な
知
識
な

ど
な
く
て
も
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
真
剣
に
向
き
合
う
と
必
ず
道
は
開
け
る
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
自

身
こ
れ
ら
の
言
葉
に
ず
い
ぶ
ん
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

(2) 専門的事項 (「職務遂行のための基準」ごとに、該当する欄に○を記載)

A：常にできている B：70～80%大体できている C：60%以下で努力を要する D：評価しない

能力の項目
自己評価 会社評価

職務遂行のための基準
A B C D A B C D

能力 項目 職務遂行 基準
A B C D A B C D

ショットブラスト作業 1 始業前点検ができる。

2 作業標準書の通りに、作業できる。

3 ショット玉の補充ができる（配合比も考慮）。

4 新規製品に応じた設定ができる4 新規製品に応じた設定ができる。

5 メンテナンスが出来る。

6 表面粗さを理解している。

7 ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽト機の構造を理解し、操作できる。

8 アルミ粉塵に対する危険性を理解し 粉塵の処理ができる8 アルミ粉塵に対する危険性を理解し、粉塵の処理ができる。

坩堝炉 1 作業終了時炉に付着した酸化物の除去ができる。

2 脱酸の灰を正しく処理できる。

3 材料に応じた温度設定と看板明示を変更できる。

4 溶解バ ナ の清掃ができる4 溶解バーナーの清掃ができる。

5 湯の清浄度を保つ為、適宜ノロかきを行える。

6 保守点検ができる。

7 坩堝の交換ができる。

自動タイ 時間設定が きる8 自動タイマーの時間設定ができる。

9 パイロットバーナーの交換ができる。

溶解脱酸 1 溶湯温度を確認し適正量のフラックスを入れ、酸化物の除去ができる。

2 材質毎の溶解温度設定ができる。

状 を なが 自 脱酸 捨 が きる3 状況を見ながら自ら脱酸灰捨てができる。

4 ｲﾝｺﾞｯﾄとﾘﾀｰﾝ材を適正な配合比で投入できる。

5 溶湯の使用量に合わせてﾀｲﾐﾝｸﾞよく材料溶解できる。

図表５　教育研修

図表６　職務能力評価シート３
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私
ど
も
の
会
社
が
あ
る
墨
田
区
に
は
、
都

内
で
二
番
目
の
町
工
場
の
集
積
が
あ
り
ま
す
。

第
一
位
は
大
田
区
で
す
が
、
墨
田
区
に
は
東

西
五
キ
ロ
、
南
北
六
キ
ロ
の
狭
い
地
域
に
約

三
一
〇
〇
の
町
工
場
が
集
積
し
て
お
り
、
対

面
積
の
集
積
率
で
は
、
墨
田
が
都
内
で
第
一

位
で
す
。

　

約
三
一
〇
〇
あ
る
町
工
場
の
約
半
分
が
従

業
員
五
人
以
下
の
事
業
所
で
、
中
小
と
い
う

よ
り
零
細
、
家
族
経
営
を
し
て
い
る
町
工
場

が
多
い
の
が
墨
田
の
特
徴
で
す
。

　

当
社
は
金
属
加
工
を
し
て
い
る
会
社
で
、

主
に
精
密
板
金
や
レ
ー
ザ
ー
加
工
、
金
属
プ

レ
ス
加
工
、
プ
レ
ス
の
金
型
の
製
作
を
し
て

い
ま
す
。
今
、
従
業
員
が
三
三
人
。
創
立
が

一
九
七
八
年
で
、
今
期
で
三
五
期
目
を
迎
え

ま
す
。
私
は
二
代
目
の
経
営
者
で
、
父
親
が

墨
田
区
で
創
業
し
た
町
工
場
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。
父
親
が
創
業
し
て
、
当
時
は
母
親
が

経
理
を
や
っ
て
、
五
〇
、
六
〇
歳
ぐ
ら
い
の

職
人
さ
ん
が
二
人
、
三
人
ぐ
ら
い
お
り
、
も

ち
ろ
ん
自
宅
兼
工
場
で
ず
っ
と
長
い
間
や
っ

て
い
ま
し
た
。

　

私
が
会
社
を
引
き
継
い
だ
と
き
、
従
業
員

は
二
人
で
、
取
引
し
て
い
た
会
社
が
四
社
。

当
社
は
四
次
、
五
次
下
請
け
、
下
手
し
た
ら

六
次
ぐ
ら
い
で
ず
っ
と
部
品
加
工
を
し
て
い

ま
し
た
。
一
九
九
三
年
に
父
親
が
亡
く
な
り
、

私
は
外
で
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、
二
八
歳

の
と
き
に
帰
っ
て
き
て
社
長
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

　

そ
の
三
年
後
に

経
理
を
や
っ
て
い

た
母
親
が
亡
く
な

り
、
ま
た
そ
の
三

年
後
に
父
親
、
母

親
が
残
し
て
く
れ

た
工
場
が
隣
か
ら

の
も
ら
い
火
で
全

焼
す
る
な
ど
、
こ

の
数
年
に
い
ろ
い

ろ
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
何
と
か
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
、
二
〇
〇
三
年
に
墨
田

区
の
優
良
工
場
で
あ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
ゆ
め
工

場
と
い
う
モ
デ
ル
工
場
の
認
定
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
年
に
は
早
稲
田
大
学
と
の
産
学

連
携
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

会
社
の
文
化
を
変
え
た
い

　

産
学
連
携
を
や
り
始
め
よ
う
と
思
っ
た
と

き
は
従
業
員
が
七
、
八
人
ぐ
ら
い
の
会
社
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
二
人
し
か
い
な
い
と
こ

ろ
か
ら
従
業
員
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
が
、

当
時
は
、
残
業
が
多
い
と
か
、
給
料
が
少
な

い
と
言
っ
て
、「
社
長
、
辞
め
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
突
然
、
従
業
員
が
言
っ
て
く
る
。

　

辞
め
ら
れ
る
と
、「
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
即
戦
力
と
か
経
験
者

優
遇
と
い
う
形
で
採
用
票
な
ん
か
に
記
載
し

て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
さ
ん
に
お
願
い
を
す
る

の
で
す
が
、「
た
ま
た
ま
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

行
っ
た
ら
募
集
の
案
件
が
出
て
た
」
と
か
、

「
ち
ょ
っ
と
散
歩
が
て
ら
の
ぞ
き
ま
し
ょ
う
」

と
か
い
う
、
お
っ
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
来
て
、

そ
の
結
果
、
会
社
の
中
が
ば
ら
ば
ら
に
な
り

ま
し
た
。

　

教
育
訓
練
も
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
い
い
な
が
ら
も
、

た
だ
た
だ
現
場
で
仕
事
を
す
る
だ
け
。
教
育

だ
と
か
訓
練
だ
と
か
を
し
た
の
は
採
用
し
て

初
日
の
一
〇
分
ぐ
ら
い
。
実
態
と
し
て
、
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
呼
ん
で
い
る
中

　 
町
工
場
の
人
材
教
育
事
例
報
告

　
浜
野
製
作
所
代
表
取
締
役　

浜
野
慶
一　

︿事例２﹀

小
企
業
は
も
の
す
ご
く
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
〇
四
年
に
か
け
て
、
早

稲
田
大
学
と
一
橋
大
学
か
ら
、
学
生
が
入
っ

て
く
る
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

通
常
、
産
学
連
携
と
い
う
と
、
も
の
づ
く

り
の
企
業
と
大
学
が
連
携
す
る
こ
と
で
新
商

品
が
生
ま
れ
た
り
、
開
発
品
が
で
き
た
り
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し
て
、
棚
か
ら
ぼ

た
も
ち
的
考
え
方
で
始
め
る
経
営
者
が
い
ま

す
。

　

で
も
実
際
は
、
忙
し
さ
な
ど
を
理
由
と
し

て
、
中
途
半
端
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
会
社
が

中
小
・
零
細
で
は
非
常
に
多
い
。

　

当
社
の
場
合
は
、
会
社
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

て
い
く
た
め
に
、
会
社
の
文
化
と
か
風
土
を

変
え
て
い
く
た
め
に
産
学
連
携
を
始
め
よ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　

経
済
学
部
、
商
学
部
な
ど
文
系
の
学
生
が

社
内
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
社
内
の
職

人
さ
ん
に
、
今
ま
で
の
や
り
方
で
同
じ
よ
う

な
作
業
を
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
た
ん
で
は

な
か
な
か
も
う
か
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
よ
、
と
か
話
す
の
で
す
が
、
職
人

さ
ん
は
私
と
話
し
て
い
る
と
き
は
「
は
い
は

い
」
と
聞
く
ん
で
す
が
、
五
分
ぐ
ら
い
す
る

と
、
今
ま
で
ど
お
り
の
や
り
方
に
戻
っ
て
し

ま
う
。こ
の
凝
り
固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
、が
っ

ち
り
と
し
た
文
化
、
風
土
を
変
え
て
い
か
な

い
と
新
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
な
い

な
と
思
っ
た
の
で
す
。

ブ
ロ
グ
の
作
成
に
着
手

　

学
生
に
社
内
で
や
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
、

社
内
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
、
現
場
で
働
い
て

い
る
従
業
員
さ
ん
、
職
人
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ

と
会
話
を
し
て
も
ら
う
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
営

業
改
善
や
生
産
計
画
、
生
産
管
理
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
テ
ー
マ
が
あ
る
の
で
す
が
、
特
に
現
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場
で
働
い
て
い
る
人
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て

も
ら
っ
て
、
現
場
自
体
の
考
え
方
や
取
り
組

み
を
変
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

文
系
の
学
生
で
す
か
ら
、
工
場
の
こ
と
な

ん
て
何
も
わ
か
ら
な
い
。
よ
く
わ
か
ら
な
い

か
ら
職
人
さ
ん
に
教
わ
る
し
か
な
い
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
、

ち
ょ
っ
と
ず
つ
、
職
人
さ
ん
の
持
っ
て
い
る

思
い
と
か
技
術
が
ち
ら
ほ
ら
出
始
め
て
き
ま

し
た
。
普
通
、
職
人
さ
ん
に
若
手
を
教
育
し

て
く
れ
と
い
う
と
、「
い
や
、
社
長
ね
、
教
育

と
か
ね
、
我
々
の
と
き
は
背
中
を
見
て
覚
え

た
」
と
か
言
っ
て
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
平

行
線
な
ん
で
す
。し
か
し
、学
生
さ
ん
が
入
っ

て
く
れ
て
、
少
し
ず
つ
、
文
化
、
風
土
を
変

え
て
い
っ
た
。

　

学
生
が
入
っ
て
き
て
、
社
内
の
Ｉ
Ｔ
化
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
の
作
成
な
ど
従
業

員
と
一
緒
に
な
っ
て
や
り
ま
し
た
。
会
社
で

は
日
報
を
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
だ
い
た
い

今
日
何
を
や
り
ま
し
た
と
か
、
内
容
は
そ
う

い
う
こ
と
が
中
心
で
、
工
場
長
が
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
次
の
日
、
私
の
机
の
上
に
置
い
て
あ

る
。
し
か
し
、
私
も
お
客
さ
ん
が
来
た
り
、

何
か
い
ろ
い
ろ
打
ち
合
わ
せ
が
あ
っ
た
り
す

る
と
見
ら
れ
な
い
。
最
終
的
に
は
読
み
切
れ

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
ま
っ
た
く
日
報
の
意

味
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。

　

私
が
書
い
て
い
る
日
報
も
、

パ
ー
ト
さ
ん
が
書
い
て
い
る
日

報
も
、
み
ん
な
で
見
ら
れ
な
い

か
な
と
思
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
た
ブ
ロ
グ
で
み
ん
な

の
意
見
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
、
う
ち
の
中
堅
従

業
員
が
社
内
ブ
ロ
グ
に
日
報
を

入
れ
な
い
で
帰
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
家
に
帰
っ
て
、「
あ
、
忘

れ
て
し
ま
っ
た
、
日
報
を
入
れ

な
い
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
、

そ
の
従
業
員
は
家
で
入
れ
て
い

た
ら
し
い
ん
で
す
。

　

そ
う
し
た
ら
、
奥
さ
ん
が
後

ろ
か
ら
や
っ
て
き
て
、「
あ
な
た

何
や
っ
て
る
の
」
と
。「
い
や
、

う
ち
の
会
社
、
日
報
を
こ
う
い

う
形
で
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
。

奥
さ
ん
が
「
へ
え
、
そ
ん
な
こ

と
や
っ
て
る
ん
だ
。
あ
な
た
、

ど
ん
な
こ
と
を
書
い
て
る
の
、

ち
ょ
っ
と
見
せ
て
よ
」
と
言
っ
て
パ
ソ
コ
ン

を
奪
っ
た
。
ほ
か
の
従
業
員
や
私
が
入
れ
て

い
る
も
の
も
見
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
は
、「
Ａ
さ
ん
、
今
日
は
風
邪
を
引

い
て
い
た
私
に
気
遣
い
の
言
葉
を
か
け
て
も

ら
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。
そ

ん
な
よ
う
な
や
り
と
り
が
さ
れ
て
い
る
。「
あ

な
た
、
い
つ
も
遅
く
て
パ
チ
ン
コ
屋
や
飲
み

に
行
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
ず
ー
っ

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
の
会
社

は
な
か
な
か
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ

か
ら
は
夜
遅
く
帰
っ
て
き
て
も
文
句
言
わ
な

い
か
ら
、
こ
う
い
う
人
た
ち
の
た
め
に
一
生

懸
命
仕
事
を
し
て
あ
げ
な
さ
い
」
と
、
家
族

の
応
援
が
つ
い
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

職
人
が
教
わ
る
立
場
に

　

職
人
さ
ん
が
こ
れ
を
や
る
と
な
る
と
、
パ

ソ
コ
ン
も
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
ど
こ
に
電
源

が
あ
る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
今
ま
で
技
能
伝

承
は
、「
盗
め
」
な
ん
て
言
っ
て
き
た
の
に
、

自
分
が
こ
れ
を
や
る
と
な
る
と
、
わ
か
ら
な

い
。
い
つ
も
教
え
て
い
る
若
い
や
つ
に
「
悪

い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
教
え
て
く
れ
」
と
な
る
。

師
匠
と
弟
子
の
関
係
が
こ
こ
で
入
れ
替
わ
り
、

た
っ
た
一
本
の
ブ
ロ
グ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

社
内
の
教
育
訓
練
と
は
言
い
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
技
能
伝
承
に
役
立
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
社
で
は
積
極
的
な
教
育
訓
練
投
資
を

行
っ
て
い
ま
す
。
社
員
が
国
家
技
能
検
定
の

一
級
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
〇
〇
八

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
、た
っ

た
二
人
し
か
い
な
か
っ
た
町
工
場
が
、
電
気

自
動
車
な
ど
の
開
発
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
で
は
、
地
域
の
中
小

企
業
の
メ
ン
バ
ー
と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
な
っ

て
捨
て
て
し
ま
う
廃
材
を
「
配
財
」
に
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
子
供
た
ち
を
対
象
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
な
ど
と
の
連
携
で
は
、
深
海
探
査
船
、

潜
水
艦
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
の
被
災
企
業
支
援
で
は
、
当
社
よ
り

は
る
か
に
規
模
の
大
き
い
同
業
の
岩
手
県
花

巻
市
の
会
社
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、

う
ち
の
会
社
の
事
務
所
に
も
営
業
所
を
出
し

て
も
ら
う
な
ど
、
営
業
的
交
流
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

私
は
全
国
の
も
の
づ
く
り
企
業
団
体
の
役

員
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
一
一
年
の
九

月
に
は
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
発
信
ブ
ロ

グ
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
全
国

か
ら
一
七
団
体
が
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

同社のＨＰより
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私
の
方
か
ら
は
、
米
沢
で
の
地
域
に
お
け

る
人
材
育
成
、
能
力
開
発
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
現
職
は

銀
行
員
で
す
。
な
ぜ
銀
行
が
こ
の
よ
う
な
仕

事
を
す
る
の
か
、
皆
さ
ん
の
頭
に
そ
の
理
由

が
浮
か
ば
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

実
は
、
私
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
一
〇
年
間
、

こ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、

当
時
、
米
沢
の
あ
る
企
業
が
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
が

弾
け
て
撤
退
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
従
業

員
四
〇
〇
人
以
上
が
全
員
解
雇
に
な
っ
た
の

で
す
。
そ
の
時
、
銀
行
に
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

や
学
資
ロ
ー
ン
が
返
せ
な
い
と
い
う
人
が
、

「
支
店
長
、
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
殺

到
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
な
か
、
地
域
や
そ
の
地
域
の
企
業

が
あ
り
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
人
が
い
て

銀
行
が
あ
る
。
で
は
企
業
が
常
時
雇
用
し
て

く
れ
る
場
は
、
ど
う
や
っ
て
つ
く
れ
ば
い
い

の
だ
ろ
う
か
、
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、「
米
沢
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
」（
Ｂ
Ｎ
Ｏ
）
を
、
金
融
機

関
や
行
政
、
産
業
界
に
呼
び
か
け
て
つ
く
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
。

金
融
、労
組
、医
師
会
も
メ
ン
バ
ー

　

皆
さ
ん
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
米
沢

市
は
一
二
〇
年
前
に
日
本
の
市
制
が
発
祥
し

た
と
き
、
東
京
、
大
阪
市
、
京
都
市
と
同
じ

よ
う
に
隆
盛
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と

き
の
人
口
は
、
県
庁
所
在
地
の
山
形
市
よ
り

も
多
か
っ
た
の
で
す
。

　

米
沢
は
産
学
連
携
が
か
な
り
盛
ん
で
、
古

く
か
ら
、
大
学
や
工
業
高
校
と
、
産
業
界
、

行
政
に
よ
る
連
携
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
プ
ラ
ザ
合
意
、
円
高
不
況
、

バ
ブ
ル
崩
壊
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
、
中
国

シ
ョ
ッ
ク
と
、
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
る
た

び
に
組
織
を
立
ち
上
げ
な
が
ら
、
共
通
認
識

を
も
っ
て
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　

米
沢
の
産
官
学
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
図
式
化
し
ま
す
と
、

図
表
１
の
と
お
り
に
な
り
ま

す
。
中
心
に
あ
る
の
は
「
米

沢
電
機
工
業
会
」
と
い
う
約

四
〇
社
が
加
盟
し
て
い
る
企

業
グ
ル
ー
プ
で
す
。
八
幡
原

企
業
協
議
会
は
、
工
業
再
配

置
法
に
基
づ
き
日
本
で
一
番

最
初
に
つ
く
ら
れ
た
工
業
団

地
に
入
っ
て
い
る
企
業
で
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電

子
機
器
の
地
元
企
業
だ
け
で

つ
く
る
協
議
会
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、

行
政
や
大
学
、
金
融
機
関
、

労
働
組
合
、
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
と
い
っ
た
方
々
も
す

べ
て
集
ま
っ
て
地
域
の
課
題

を
解
決
し
て
い
ま
す
。

産
業
転
換
を
果
た
し
た
米
沢

　

米
沢
の
産
業
は
、
最
初
は
繊
維
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
米
沢
は
繊
維
の
う
ち
ほ
と

ん
ど
広
幅
物
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
沖
縄

返
還
の
と
き
、
国
の
政
策
で
繊
維
の
輸
出
が

制
限
さ
れ
、
米
沢
も
繊
維
か
ら
他
の
産
業
へ

移
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

思
い
つ
い
た
の
が
糸
を
コ
イ
ル
に
変
え
る
と

い
う
こ
と
で
、
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
や
電
話

機
、
交
換
機
、
電
機
部
品
な
ど
、
コ
イ
ル
系

に
産
業
が
転
換
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

　

米
沢
の
工
業
出
荷
額
は
、
ピ
ー
ク
時
は
い

わ
き
市
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
八
〇
〇
〇
億
円
ぐ

ら
い
あ
っ
た
ん
で
す
が
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
と
海
外
移
転
が
進
み
、
今
は
六
五
一
三
億

円
と
、
全
国
で
九
二
番
目
で
す
。

　

米
沢
市
の
産
業
の
分
類
を
み
て
い
く
と
、

「
情
報
」
が
約
六
五
％
と
偏
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
他
の
産
業
の
競
争
力
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中

で
、
人
材
を
ど
う
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み

　

先
ほ
ど
話
し
た
と
お
り
、
Ｂ
Ｎ
Ｏ
を
一
〇

年
前
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
当
初
は
、「
で

ん
縁
都
市
構
想
」
と
い
う
こ
と
で
、
情
報
化

を
戦
略
的
に
活
用
し
た
地
域
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
て
い
こ
う
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

地
域
の
も
の
づ
く
り
の
変
革
を
生
か
し
て
い

く
に
は
、
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
技

術
振
興
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
重
層
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う

位
置
づ
け
て
い
く
か
な
ど
を
議
論
し
ま
し
た

（
図
表
２
）。

　

最
初
に
や
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
地
域
活

性
化
と
、
Ｉ
Ｔ
社
会
に
向
け
た
教
育
を
ど
う

　 
米
沢
に
お
け
る
地
域
人
材
育
成
の
取
り
組
み

　
米
沢
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
フ
ィ
ス
地
域
情
報
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

横
山
繁
美　

︿事例３﹀

図表１　米沢産官学重層ネットワーク
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す
る
か
と
い
う
問
題
、
ま
た
、
地
域
経
営
の

立
体
複
合
の
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
で
し
た
。
そ

し
て
だ
ん
だ
ん
と
、
産
業
の
構
造
変
化
に
向

け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
に
対
応
し
た
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

Ｂ
Ｎ
Ｏ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
集
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
を
し
な

が
ら
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
立
ち
上

げ
て
い
く
運
営
方
式
を
採
っ
て
い
ま
す
（
図

表
３
）。

　

運
営
会
議
の
方
法
は
、
産
業
界
や
行
政
、

大
学
な
ど
の
方
々
が
二
週
間
に
一
回
集
ま
っ

て
会
議
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
二
〇
〇

一
年
か
ら
二
三
一
回
開
催
し
ま
し
た
。
議
事

録
は
、
会
員
企
業
に
す
べ
て
電
子
フ
ァ
イ
ル

で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

図
表
４
、
５
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｏ
が
二
〇
〇
一
年

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
一
覧
で
す
。

工
業
高
校
に
専
攻
科
を
設
置

　

次
は
、
Ｂ
Ｎ
Ｏ
の
も
の
づ
く
り
人
材
育
成

事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
米
沢
に
は
、

米
沢
工
業
高
等
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
年
々

進
学
率
が
高
く
な
っ
て
、
専
門
性
を
生
か
さ

な
い
で
短
大
や
専
門
学
校
、
大
学
に
進
学
し
、

な
か
な
か
地
元
に
残
っ
て
く
れ
な
い
、
と
い

う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
工
業
高
校
に
さ
ら
に
二

年
間
の
「
専
攻
科
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を

構
想
し
、
あ
わ
せ
て
、
産
業
界
に
お
け
る
人

材
育
成
を
す
る
た
め
の
ス
ク
ー
ル
も
つ
く
り

ま
し
た
（
図
表
６
）。
こ
れ
ら
「
米
沢
情
報

技
術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
構
想
は
、

二
〇
〇
二
年
に
実
現
し
ま
し
た
。
県
や
市
、

大
学
、
行
政
、
す
べ
て
の
機
関
に
提
案
書
を

持
っ
て
い
き
、
最
終
的
に
県
か
ら
工
業
高
等

学
校
の
専
攻
科
の
認
可
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

専
攻
科
で
具
体
的
に
何
を
し
て
い
る
の
か

で
す
が
、
情
報
技
術
コ
ー
ス
（
六
人
）
と
生

産
技
術
コ
ー
ス
（
六
人
）
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
す
べ
て
高
校
の
先
生
が
教
え
る

わ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
先
生
や
、
一
般
企

業
の
方
が
教
え
た
り
、
現
場
研
修
を
受
け
入

れ
ま
す
。

　

現
場
で
欲
し
い
人
材
を
、
学
校
外
の
教
師

が
高
校
生
に
そ
の
ニ
ー
ズ
を
伝
え
る
と
同
時

に
、
社
会
で
の
仕
事
の
や
り
方
や
実
習
の
仕

方
、
あ
る
時
は
あ
い
さ
つ
の
仕
方
も
含
め
て

教
育
を
す
る
場
と
し
て
い
ま
す
。

　

専
攻
科
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
の

図表２　サスティナブル（持続可能）な地域社会の構築を目指して

図表３　産学官金労医連携によるビジネスモデルの創出

図表４　ＢＮＯが取り組んできた地域ソリューション　Ⅰ
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具
体
的
な
事
例
で
す
が
、
例
え
ば
Ｊ
ａ
ｖ
ａ

の
資
格
を
取
ら
せ
た
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
フ
ト
さ

ん
で
一
カ
月
間
研
修
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
自

分
で
ソ
フ
ト
を
開
発
す
る
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
手
づ
く
り
の
電

気
自
動
車
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。

　

電
気
自
動
車
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
子

供
た
ち
が
じ
か
に
企
業
の
方
々
と
触
れ
合
い
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と

を
き
っ
ち
り
と
認
識
し
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
意
欲
を
持
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が

も
っ
と
も
良
か
っ
た
点
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

米
沢
地
域
で
共
通
の
資
格
を
創
設

　

米
沢
で
は
、
次
世
代
産
業
集
積
の
促
進
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
米
沢
産
業
育
成
事
業
運

営
委
員
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
（
図
表
７
）。

こ
の
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域
が
事
業
運

営
に
す
べ
て
か
か
わ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

委
員
長
は
東
北
パ
イ
オ
ニ
ア
さ
ん
で
す
し
、

電
機
工
業
会
の
会
長
さ
ん
か
ら
山
形
大
学
、

県
立
女
子
短
期
大
学
、
米
沢
市
ま
で
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
こ
う
い
う
こ
と
を
行
政
が
や
る
と
、

事
務
局
は
商
工
会
議
所
が
や
っ
た
り
市
が
や

る
。
と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
民
間
ベ
ー
ス

で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
事
務
局
も
産
官

学
が
入
る
よ
う
な
形
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

育
成
事
業
で
は
、
米
沢
ら
し
い
こ
と
を
や

ろ
う
と
、
電
子
機
器
と
い
う
部
分
で
の
情
報

通
信
機
器
の
製
造
工
程
と
対
応
講
座
を
考
え
、

二
〇
〇
五
年
の
経
済
産
業
省
の
「
製
造
中
核

人
材
育
成
事
業
」
に
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
こ

の
提
案
が
通
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
フ
レ
ー

ム
の
な
か
で
、
い
ま
は
戦
略
的
生
産
革
新

コ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
米
沢
地
域
共
通
の
鉛
フ
リ
ー
は
ん

だ
付
け
の
技
術
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

常
、
技
術
認
定
は
日
本
溶
接
協
会
で
行
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
米
沢
で
や
る
の
か
と
い
い
ま

す
と
、
技
術
認
定
を
う
け
る
た
め
に
米
沢
か

ら
東
京
に
来
る
と
三
日
間
ぐ
ら
い
日
数
が
か

か
り
、
出
張
旅
費
も
か
か
る
。
受
講
料
が
仮

に
一
〇
万
円
だ
と
す
れ
ば
、
一
人
一
回
行
く

と
三
〇
万
円
か
か
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、
溶
接
協
会
さ
ん
に
試
験
問

題
を
つ
く
っ
て
い
る
方
を
紹
介
し
て
も
ら
っ

て
、
試
験
問
題
を
つ
く
り
、
同
等
の
認
定
を

米
沢
で
や
っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
米
沢
で
は
、
受
講
料
は
一
万
円

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
何
が
起
き
た
か
と
い
い
ま
す
と
、

企
業
同
士
が
、
お
互
い
の
は
ん
だ
付
け
の
技

術
力
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
、
お
互
い
、「
今
こ
う
い
う
は
ん
だ

付
け
の
仕
事
を
抱
え
て
い
る
の
だ
が
、
う
ち

の
ほ
う
で
注
文
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

図表５　ＢＮＯが取り組んできた地域ソリューション　Ⅱ

図表６　米沢情報技術コミュニティスクール（仮称）構想（案） 概要

図表７　米沢産業育成事業運営委員会
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お
た
く
の
ほ
う
で
こ
の
仕
事
を
引
き
受
け
て

く
れ
な
い
？
」
と
か
、
地
域
内
で
の
受
発
注

の
調
整
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
米
沢
地
域
共
通
で
す
か
ら
、

あ
の
会
社
に
は
一
級
さ
ん
が
い
る
、
あ
そ
こ

に
は
二
級
の
人
が
何
人
い
る
と
い
う
こ
と
が

全
部
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
間
の

共
同
の
受
発
注
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
図
表
８
は
、
製
造
中
核
人
材
育

成
事
業
に
お
け
る
二
〇
〇
五
年
か
ら
現
在
ま

で
の
累
計
の
受
講
者
数
で
す
。
約
七
八
五
人
、

約
一
四
二
団
体
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
産
業
の
転
換
と
と
も
に
、

実
施
す
べ
き
教
育
の
中
身
も
違
っ
て
く
る
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
品
質
や
生

産
技
術
に
つ
い
て
は
、
普
遍
的
な
教
育
と
し

て
継
続
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

図表８　講座受講者推移（～平成 22 年度）
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